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Gentamicinに よるGram陰 性桿菌感染症の治療
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GentamicinはSchering社 のWEINSTEINら1・2)に

よ り発 見 され た 新 種 のMiCPtemonesPeraに よ り産 生 さ

れ る 塩 基性 水 溶性 の 新抗 生 物 質 で あ り,そ の構 造 にde-

oxystreptamineを 有 して い る。 そ の 緑 膿 菌 ,変 形 菌 を

含 む 種 々 のGram陰 性 桿 菌 お よびGram陽 性 球 菌(主

と してStaPhyle.aureus)の 保 存 株,患 者 分 離 株 に対 す

るinvitro抗 菌 力M2)が 確i認 され,Gentamicin耐 性

に つ い て は,伽 傭 初 でそ れ らの菌 の耐 性 獲 得 は緩 や か

で あ り2・5・7・8・9一方 他 のdeoxystreptamineを 有 す る抗

生物 質 との 交 叉耐 性 に つ い て検 討 が な され て い る2・IG)。

またinvivo抗 菌力 す な わ ち 上記 の菌 に よ る マ ウス実

験 的 感 染症 に 対 す る有 効性 が 確 認 され 実 験動 物 やひ とに

お い て 筋 注 され たGentamicinが 活 性 型 で 尿 中 に 大 量

排泄 され1・i・9)血清 蛋 白 結 合 は 低 く30%程 度 で あ る9)と

され て い る。 更 に,ひ とのGram陰 性 桿 菌 感 染 症(主

と して 尿 路 感 染症)に 対す るす ぐれ た治 療 効 果 が6'-ls)報

告 され て い る。

われ われ は,患 者 分離 の 緑膿 菌 に鮒 す るGentamicin

のinvitro感 性 を 他 剤感 性 と比 較 検 討 し,更 に 少 数 例

で は あ るが,各 科 籟 域 で のGram陰 性 桿 菌 感 染 症 を

図 てPs,aθras～ ノ'nosaの1雇隆受」性允 弗(50株)
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Gentamicinで 治療 した 成 績 を こ こに 発 表 す る。

1.基 礎 的 検 討

当 病 院 中 検 で分 離iしたPse"domonasaeruginosa50

株 のGentamicinに 対 す るinvitro感 受 性 を3濃 度 デ

ィス ク法 で ミュ ラー ヒ ン トソ培 地 を 用 い て検 討 した成

績 は,図1の 如 く,30%は2mcg/mlに 感 性,55%は

10mcg/m1に 感性,30mcg/m1で は100%感 性 を示 し

た 。同 時 に 検 討 した 他 剤 感 受 性 と比較 す る と,第1図 に示

す 如 く,PolymyxinB,Colistin,Kasugamycinに ま さ

る感 受 性 を 示 して い る◎ 但 し,KasugamycinはO.5%e

peptone寒 天 培 地 使 用 系 列 希 釈 法 に よ る成 績 で あ り,他

の 薬 剤 は,Gentamicinを 除 い て ミ:、,ラー ヒ ン トン培

地 使 用1濃 度 デ ィス ク法 に よ る成 績 で あ る。 な お 新抗 生

物 質Kasugamycinに 対 す る緑 膿 菌 の 厩vitro感 受 性

お よびKasugamycin感 受性 と臨床 効 果 の 関 係 に つ い

て は,堂 野 前 ら14)に よ り検 討 さ れ て い る。

II・ 臨 床 的 検 討

(1)治 療 成 績

最 近 わ れ わ れ が経 験 したGram陰 性 桿 菌 感 染 症7例

をGentamicinで 治療 した成 績 の概 要 を 述 ぺ る と表1

の 如 くで あ る。 以 下 各 症例 に つ い て 略 述 す る。

症 例lPs.aeruginosa,StaPh.aureusの 混 合 感 染

症 例 で あつ た が,広 範 囲 の 大 腿 部 化 膿 巣 よ り切 開排 膿 に

よ り,多 量 の 緑 色調,濃 厚 な膿 汁 を認 め た。Gentamicin

投 与 後,緑 色 調 の 排 膿 減 少 し,10日 後 膿 培 養 に てPs・

aeruginosa消 失 す 。 更 に2週 後 排 膿 全 く消 失 す 。

症 例2症 例1と 同様 のPs・aeruginosa,StaPh・ ¢u-

reusの 混 合 感 染 症 例 で あ り,Gentamicin投 与 開 始 後 切

開 排 膿 部 よ りの緑 色 調 の膿 汁 は 減 少 傾 向 を 示 し,投 与2

週 後Ps.aeruginosaり み 検 出,投 与4週 後 分 泌 物 よ り

Ps,aeruginosaも 検 出せ ず,膿 汁 消 失 し,切 開 創 は 治 癒

所 見 を 示 す に 至 つ た 。

上 記2症 例 共Gentamicin治 療 前 後 で,尿 所 見,血

液 像,肝 機 能(黄 疸 指 数,GPT),腎 機 能(BUN)に 異 常

を 認 め ず,治 療 後 のaudiogramも 正 常 で あ つ た 。

症 例3鼓 室 成 形術 後 の術 創 感 染 で あ りGentamicin
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表1Gentamicinに よ るGram陰 性 桿 菌感 染症 の治 療 成 績
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脚 薬剤
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作礫床
果
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効

十ト

な 由
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な し

十

72図 膀 胱炎 兼 脳卒 中

7・ 男 】前 立 腺 膿 瘍

尿 Kleb.Pneum.

尿lp-lg・ 十

筋 注i4・ ・217司 な し囲 一

筋 注14・ ・213司 な し囲 一

帯:2mcg/m1感 性,朴:10mcg/m1感 性,十:30mcg/ml感 性

投与 】2日 目より耳漏減少するもなお緑色調残存 し,18

日目緑色調減少,23日 目緑 色 調 全 くな し,26日 目

Ps・ae「uginosa消 失す。

症例4左 上顎癌手術後の術創感染であ り,Genta・

micin投 与開始2週 後より緑色調減少,分 泌物も減少,

3週 後分泌物殆 ど消失するもなお緑膿菌検出す。

上記2症 例ともGentamicin治 療前後で,尿 所見,血

液像,肝 機能(黄 疸指数,GPT),腎 機能(BUN)な どに

異常を認めなかつた。

症例5膀 胱頸部狭窄症にて尿路感染を合併す。蛋白

尿,尿 沈溢にて白血球多数,尿 定量培養に て10×107/

ml,Gentamicin投 与開始2週 後および3週 後なお尿沈

渣にて白血球多数,尿 定量培養にて36×105/mlお よび

50×106/ml投 与4過 後蛋白尿消失。尿沈渣に て白血球

著明減少 し,尿 培養にてPs.aeruginosa消 失す。

症例6脳 卒 中後臥床中尿路感染症 併発。Genta-

micin投 与 開始時,白 血球数12350尿 定量培養にて20

×1071ml投 与1週 後白血球数7400,尿 定量培養にて菌

検出せず,細 菌尿消失をみた。

症例7前 立腺膿瘍にて手術後膿尿あり,尿 培養にて

Proteusvulgaris検 出す。尿定量培養にて ユo×107/m1,

Gentamicin投 与3目 後膿尿消失 し,尿 培養にて細菌を

認めず。

(2)副 作用

以上7症 例中6症 例は全身的投与(筋 注)例 。1例 は

局所的投与(点 耳)併 用例でありGentamicin投 与期間

は2例 は1週 間以内,他 の5例 は3週 より30日 に もお

よんだ。症例は少 な い が,少 くともわれわれの症例で

は,何 らの 自覚 的,他 覚 的 副 作 用 は な く,上 述 の 如 く異

常 な検 査 所 見 も認 め な か つ た 。

(3)臨 床 効果 と 患者 分 離Gram陰 性 桿 菌 のGenta-

micin感 性 との 関 係

以上 の臨 床 例 は 何 れ もGram陰 性 桿 菌 単 独 お よ び

Gram陽 性 球 菌 との 混 合 感 染 例 で あ る。 内訳 は,Ps・

aerugznesa単 独 感染2例,Ps.aeruginosa,StaPh・aureus

混合 感染3例.KlebsielaPneumoniae,」Pγo彦eusvulgaris

単 独 感染 各1例 であ る。 各 症 例 よ り分 離せ るGram陰

性桿 菌 のGentamicinデ ィス ク感 性 は2mcg/m1感 性

4株10mcg/m1感 性2株,30mcg/ml感 性1株 で あ

つ たが,各 症 例 と も臨 床 的,細 菌 学 的 に 良好 な 治 療成 績

を示 し,症 例4(上 顎 癌 手 術 後 の 術 創 感 染 例)を 除 い て

は,各 症 例 とも病 巣 よ り菌 の 消 失 を認 め た 。

III.結 論

1.最 近 分 離 せ るPs・aeruginosa50株 のデ ィスク 法

に よ るGentamicin感 性 は2mcg/m1感 性30%,10

mcg/ml感 性55%,30mcg/ml感 性100%で あ つ た。

2.各 科 領 域 で のGram陰 性 桿 菌 単 独 感 染 お よ び陽

性球 菌 との混 合 感 染 症 例,計7例 にGentamicinを 全

身 的,局 所 的 に投 与 して,投 与 した 全例 に諸 症 状 お よび

検 査 所 見 の改 善 を 認 め,良 好 な 治療 効果 を得 た 。

3.Gentamicin投 与 期 間 は,1間 週 以 内 よ り1カ 月

に お よんだ が,特 に 自他 覚 的 に 副 作 用は 認 め ず,検 査 所

見 に も異 常 所 見 を 認 め な か つ た。

4.以 上 の成 績 よ りGentamicinはPs・aeruginosa

そ の 他 のGram陰 性 桿 菌 感染 症 に 対 し,有 効 な1新 抗

生 物 質 で あ る と考 え られ る。
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本論文の要旨は昭和41年12月,第14回 日本化学

療法学会中日本支部総会において発表された。
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TREATMENT OF GRAM NEGATIVE ROD INFECTIONS 

            WITH GENTAMICIN

TERUO TACHIBANA, YOSHIYA AKITA, KAZUHIKO ARATAKE & 

                    SHIGERU  HIROOKA 
    Department of Internal Medicine, Osaka Prefectural Hospital 

 YOSHIO KOBAYASHI 
 Department of Surgery, Osaka Prefectural Hospital 

 EIRO TSUBURA 
3 rd Department of  Internal Medicine, Osaka University Medical School

  The in vitro antibacterial activity of gentamicin against gram negative rods and the clinical the-
rapeutic effect of this new antibiotic on gram negative rod infections was studied by us . 

  The result was summarized as follows. 
 I. The in vitro sensitivity to gentamicin was measured by paper disc method with freshly and postive 

isolated strains of Pseudomonas  aeruginosa. All strains were inhibited by 30 mcg/ml . Fifty five perecent 
of those were 10  mcg/ml sensitive and thirty percent were 2  mcg/ml sensitive . The in vitro sensitivity 
to gentamicin was measured with gram negative rods isolated from seven gentamicin treated patients , i
n which five strains were Pseudomonas  aeruginosa and others were  Klebsiella  pneumoniae and Proteus 
vulgaris. All strains were inhibited by 30 mcg/ml. Three strains of those were 10  mcg/ml sensitive 
and one strain was 2 mcg/ml sensitive. 

 2. Seven patients with gram negative rod infections or mixed infections of gram negative and  posi 
tive bacilli were treated with  gentamicin. Most of patients were administered 40 mg of gentamicin 
intramuscularly twice daily and the treatment period was  aAout a week to a month . With respects to 
the clinical symptoms and the clinical examination , gentamicin treatment showed good  clinical results. 
On the other hand, any side effect was not observed subjectively and objectively and  especially in the 
clinical examination including blood picture , urine fineding, hepatic and renal function and audiogram. 

 3. From above described results, we considered gentamicin as a new effective antibiotic on gram 
negative rod infections, especially Pseudomonas aeruginosa infections.




